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本内容は、第39回日本環境感染学会学術総会

（京都国際会議場　2024年7月25日）の、パネル

ディスカッション1「病院清掃受託企業の職員教

育システム」（座長：四宮聡、大石貴幸）において、

弊社清掃事業部　業務統括マネージャー　早川

冬悟が発表した内容を再編集したものです。

従業員教育の取り組み事例と今後の課題～行動を意識した従業員教育～



新型コロナウイルスパンデミック以降、医療期間における感染
対策への取り組み強化と共に、「清掃」に対する意識も同等に高
まったと感じています。院内清掃に目を向ければ、非接触型の消毒
装置の普及等、パンデミック以前とはその様式が変わりつつありま
すが、最終的にはヒトの「手」によって行われる清掃が品質を左右
してしまいます。その為、清掃従事者への教育が清掃品質や感染
対策上でも重要です。

一方、今やどの業界もどの企業でも同様に人手不足の問題を
抱えていると思います。この人手不足が教育に与える影響や課題
として、入社後の教育に満足な時間を掛けるのが難しく、入社後
簡単な研修のみで直ぐに現場で作業している状況がありました。
今後に向けて、効率的かつ計画的な教育を実施していく事が重要
であると考えております。また、人手不足の今、新入社員だけでな
く、既存の従業員をどうレベルアップして行くのかを考え、組織的
にアプローチしていく事が今後の課題です。そこで、今回は、近年
取り組み始めた人材育成の事例とその背景をご紹介させて頂き
ます。

弊社では、早くから、集合研修を中心に人材育成に力を注いで
きました。清掃業務を行うにあたって必要な、仕事に対する気持ち
や立場を理解することから始め、基本的な知識と技術を段階的に
行ってきました。特に入社時には2ヶ月間かけて、インプットとアウ
トプットを組み合わせた研修を行い、OJTを組み合わせて効果を
追求してきました。（図1）

研修の元のコンテンツを統一し、具体的に動画等で学べる環境
をつくってきました。特に各現場の責任者は、積極的に外部や院内
の研修にも参加し、その知識をスタッフにも共有するようにしてき
ました。

ところが、俯
ふ か ん

瞰してみると、顧客である医療施設によって、結果
（清掃品質）に差があることが見えてきました。分析を進めてみる
と、品質に改善余地がある施設では、研修のみで終わってしまって
いるケースが多いことがわかってきたのです。（図2）
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人は時間の経過とともに、工夫をして、いつのまにか自分の都合
の良いやり方にしてしまいます。そのため、最初に学んだ標準的な方
法から乖離して、自己流に陥ってしまいます。清掃スタッフも同様で、
管理者は、各現場のスタッフに目を配り、実際の行動に反映できてい
るのか否かを、継続的にチェックして評価し、指導していかなければ
なりません。そのための仕組み作りが必要だとわかったのです。

OJTトレーナーの誕生
私たち病院清掃事業者は、病院清掃の目的を実現するための行

動が求められています。（図3）
そして、それを実現するために必要な仕組みを作りました。
1）業務スキルの明確化
2）評価レベルの定義
3）評価のための時間軸
4）OJTトレーナー制の導入

リジョイス・カンパニー

図1　育成フレーム

図2　教育・研修フロー

図3　スタッフへの役割期待
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図4　業務スキル表

図5　評価レベル

1）業務スキルの明確化
まず、業務スキル表（図4参照）を用いて、作業を明確に定義づけ

しました。これにより、何をどこまですべきなのかが明確になりま
した。

図6　4段階指導法

2）評価レベルの定義
次に、業務スキルがきちんとできているかを評価するための基

準を明確にしました。さらに、評価を複数名で行ってスコアを平均
化してフィードバックすることにより、より客観性を担保しました。

（図5）

3）評価のための時間軸
そして、入社以降、都度目標を持たせて、基準点数をクリアするこ

とを目標に、継続して評価することにより、待遇にも反映するように
しました。特に、重点スキルを設定し、これはクリア必須とすること
で、最低限の品質を担保することができました。

図7　OJT研修で求めるレベル

4）OJTトレーナー制の導入
現場のスタッフ教育を行うのは、OJT担当でしたが、この担当者

のスキルや経験、教え方にばらつきがあったため、配置されたス
タッフのやり方にもばらつきがでてしまい、結果として清掃品質に
ばらつきがでていました。現場によっては、フィードバックが不適切
で、早期退職の原因になることもありました。

そこで、OJTトレーナーの育成に取り組みました。
4段階指導法：

いきなり「やらせてみて」「ダメ出し」ではなく、手本を見せ、手順
の意味を説明し、目の前でやってみてもらい、良かった点や改善す
べき点を丁寧にアドバイスすることとしました。（図6）

心構えと行動：
OJTトレーナーとして、どうあるべきかを実現するため、スタッフ

の安心感や信頼を得られるような行動・言動ができるように、求め
られる習熟レベルを段階的に示しました。（図7）
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全ては、お客様へ快適な環境を届けるために。

こうしたOJTトレーナーの制度をとりいれたことにより、現場でプ
レーヤーとして業務を行いながら、職責として、美観やスタッフの
行動（PPE着脱／手指衛生／作業手順など）について、日常的に点
検指導が行えるようになりました。（図8）

集合研修＋OJTトレーナーによる現場指導＋品質評価・スキル
評価により、スタッフの意識や知識・技術そして意欲がみるみる向
上し、病院清掃の品質向上につながることがわかりました。これか
らも質の高いOJTトレーナーを育成し輩出してまいります。

図8　OJTトレーナーを配置したことによる品質改善例

まとめ
弊社では教育研修することがいつしか目的となってしまっており

ました。その反省から、そうではなく、しっかり計画に基づいて研修

を実施し、それを評価し、そこで見えた課題について改善して行く、

この流れを絶やすこと無く続けていくということがとても重要だと

考えています。

現在、このOJTトレーナーは、弊社の中で約30名おります。今後

は、さらに増やしていき、現在のお取引先医療機関に展開する事

を目標としております。それによってそれぞれの医療機関の中で、

清掃の品質がどう向上していくのか、評価していく必要があると考

えています。

また、この清掃品質の向上については、委託業者の努力だけで

はなく、医療機関との連携なくしては実現できません。当然ながら

ICTラウンドへの参加、また、医療機関・医療従事者のみなさんから

の厳しくも温かいご指摘をいただくことが重要だと考えています。

これまでもICNを中心に、ICTとの連携を強化して参りましたが、こ

れからもますます連携強化していきながら、今後の感染症対策の

課題に一緒に取り組んでいければと考えています。

病院との連携による品質評価
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